
頚発掘調査の概要
檜隈寺周辺の調査（飛鳥藤原第155次）

　檜隈寺は、キトラ古墳の北西約600mに位置する

丘陵の先端部に建てられています。渡来系の東漢氏

の氏寺と考えられており、『日本書紀』の記事から、

朱鳥元年(686)には現在の地に存在していたことが

わかっています。1979～82年におこなった調査では、

金堂・講堂・西門・回廊などが確認され、西を正面

とした珍しい伽藍配置をとっていることが判明しま

した。また、塔跡には平安時代に建てられた十三重

石塔が今なお残っており、重要文化財に指定されて

います。

　今回の調査は、キトラ古墳周辺の国営歴史公園の

整備にともなうもので、檜隈寺の周りにどのような

遺構が存在するのかを明らかにするために実施しま

した。その結果、主要伽藍の北東、丘陵東斜面の裾

部分で南北棟の掘立柱建物と東西塀を確認しました。

これらの建物と塀は、柱筋が檜隈寺の伽藍主軸と同

じ方向を向いていることから、寺の主要伽藍と同じ

時期に造営された施設であろうと考えています。ま

た、これらとは別に、丘陵裾を取り囲むようにめぐ

る南北塀を２箇所で確認しました。現在のところ、

この南北塀は、寺域の来限を示す区画施設ではない

かと考えています。

　今回の調査では遺構の一部を確認しただけで、そ

の規模や性格などを確定できていませんが、丘陵裾

部に寺院関連施設が存在していたことがわかり、檜

隈寺が丘陵全体を寺院地として利用していたことが

判明しました。本年度に実施する本調査で、檜隈寺

の全体像が明らかになるのではと期待しています。

　　　　　　　　　　（都城発掘調査部　若杉智宏）

yｽﾞ･QIﾌﾞﾌ･.･，

……’白反

つ
　
コ

う
宍
　
　
　
　
　
↑
’

丘陵裾部の掘立柱建物と東西塀(西から)
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